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昭
和
臼
年
第

6
回
議
会
定
例
会
（
ロ
月
）
か
ら

常
任
・
特
別
委
員
等
改
選

補
正
予
算
な
ど

U
議
案
を
可
決
、
承
認
、
同
意
す
る

一一一一一一一一一〈～一一一…へμ、（〈…
昭
和
白
年
第
6
回
議
会
定
例
会
は
位
月
刊
自
に
開

会
し
、
上
程
さ
れ
た
口
議
案
の
提
寮
理
由
説
明
や
細

部
説
明
を
行
つ
だ
後
、
議
員
提
出
讃
案
の
1
突
通
死

亡
事
故
の
絶
滅
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可

決
。
さ
ら
に
、
常
任
委
員
の
改
選
や
各
特
別
委
員
の

選
任
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
議
会
構

成
役
員
ガ
決
め
ら
れ
ま
し
だ
。

そ
し
て
、
翌
何
日
に
は
上
程
案
件
巳
対
す
る
質
疑
、

旬
日
に
は
代
表

・
一
般
質
問
ガ
行
わ
れ
、
上
程
案

件
芯
ら
び
に
請
願

・
陳
情
は
所
管
の
常
任
委
員
会
巳

付
託
さ
れ
ま
し
定
。
付
託
さ
れ
だ
案
件
は
、
翌
却
臼

に
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
最
終
日
の
引
日
巳

各
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
ガ
報
告
、
質
疑
・
討
論
を

経
て
採
決
さ
れ
だ
結
果
、
上
程
さ
れ
だ
口
議
案
は
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
を
求
め
ら
れ
だ
諮
問
第
4
1
号
に
つ
い

て
は
原
案
の
と
お
り
同
意
答
申
さ
れ
る
と
と
も
に
、

請
願

3
件
、
陳
情
4
件
の
審
査
結
果
は
、
採
択

4
件

不
採
択
2
件
、
継
続
審
査
4
1
件
と
怠
り
ま
し
た。

な
お
、
最
終
日
の
引
臼
は
、
議
事
に
先
立
ち
、
口

月
初
日
巳
ご
逝
去
さ
れ
だ
故
山
岡
政
次
議
員
の
ご
冥

福
を
祈
っ
て
追
悼
演
説
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
か
れ
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
奈
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
談
笑
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ー

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

品
川
し
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
の
け
十

則
災
地
に
努
力
さ
れ
た
い

E

町
h

仏
珍
山
保
所
の

一
部
白
川
刊
令

納
入
に
つ
い
て
は
、
窓
口
徴
収
に

努
力
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便

を
図
ら
れ
た
い
。

3

保
育
所
の
統
ム
リ
に
あ
た

っ
て

は
、
地

K
住
民
の
即
日
解
を
得
て
進

め
ら
れ
た
い
。

4
ι人
．M
社
セ
ン
タ
ー
刊
し
寸
の
悩

祉
施
設
利
川
状
汎
は
、
減
少
傾
向

に
あ
り
、

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
’
川

上
を
図
る
な
ど
、
対
策
を
講
じ
ら

’L
」」曹、。

4
4
4

’aν 
5

病
院
輪
日
以
の
応
援
体
制
を
検

汀
し
、
効
ネ
的
な
職
員
配
置
を
行

う
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

B

入
院
忠
私
刊
の
他
山
禁
日
開
に
留

意
し
つ
つ
、
政
一
切
時
間
の
変
更
を

検
討
さ
れ
た
い
。

次
に
、
必
．胤
l
件
「

ε人
福
祉

総
設
の
充
実
に
つ
い
て
」
お
よ
び

隙
間
1
件

「
梢
神
川
市
弱
者
史
生
地

出似の

m設
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
刺
広
安
中
i
と
必
め
、
掠
択
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
必
り
可
決

・

爪
必
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
成
ψ

次
官
肘
伐
の
巡
れ
で
次

の
決
叫
h

ぷ
比
が
あ
リ
ま
し
た

－

以
道
制
円
下
奈
川
線
の
小
川

紛
の
加
お
け
償
え
に
は
、
都
市
計
向

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

将
米
に
禍
恨
を
残
さ
な
い
よ
う
関

係
機
関
と
協
議
さ
れ
た
い
。

E

M切
小
川
伴
の
寄
り
迦
り
一
法
に
よ

る
災
刀
似
川
に
あ
た
り
、

T

上
下
出

川
地
に
作
・

2
．
次
災
心
札
口
の
防
汁
策
を

関
係
機
関
と
鋭
ぶ
検
討
さ
れ
た
い

U

3

北
陸
向
動
車
道
の
開
通
に
伴 〈…一一両日、～～ー・・－－”一一一一一一戸、一

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
わ
O

り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
後
任
の
過
院
で
次

の
要
望
窓
見
が
あ
り
ま
し
た
ε

ー

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
等
の
公
共
地

設
の
維
持

・
管
思
に
あ
た
り
、
火

火
附
ザ
の
ヂ
雌
の
が
品
川
が
出
汁
び
発
生

し
な
い
よ
う
万
全
の
竹
均
体
制
を

築
か
れ
た
い
。

包

目
前
に
追
っ
て
い
る
小
学
校

統
廃
合
問
題
な
ど
、
市
：
安
課
題
が

山
柏
み
す
る
今
日
、
教
育
行
政
の
杭

任
お
と
し
て
教
育
委
員
会
委
員
長

の
必
会
へ
の
出
席
を
前
向
き
に
検

付
さ
れ
た
い
．

3

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の
到

米
に
鑑
み
、
朝
日
中
学
校
の
教
育

い
、
従
米
の
み
r
節
的

R
Mり
明
観

光
か
ら
泊
年
初
作
刷
γ
観
光
に
進
燥

さ
せ
る
わ
刀
策
と
し
て
、
陥
町
の
H
H

小
川
町
と
迎
枕
す
る
な
ど
広
域
観
光

化
を
図
ら
れ
た
い
。

4

槻
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
は

来
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、

即
先
助
な
ど
の
維
持
、
作
用
体
制

の
光
夫
に
努
め
ら
れ
た
い
。

次
に
、
川
問
的
3
川
け
の
得
点
H
．
結
米

は、

「消
勺
訓
訳
出
の
ぷ
誌
に
つ
い

て
」
お
よ
び
「
高
崎
漁
港
繁
怖
い
争

業
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願

立
妥
当
と
認
め
、
保
択
に
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、
同
じ
く

「削
勺
装
択
の
設
置
に
つ
い
て
」

は
、
継
続
し
て
復
命
す
る
ニ
と
に

な
リ
ま
し
た

31 
イ牛

日
月
議
会
で
は
、

8
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
績
に
わ
た
り
、

の
代
表

・
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

体
育
施
設
の
充
実

筈：質
弁：問

積 i国
極：体

千 的：に
~1；： に ： 向
［王l山 施：け
体県 設：体
のが 整：育
関西 備：館
催｝醤 を：を
I也ニ ： 

質

問

と
し
て
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で、

川町
で
は
施
設
の
充
実
な
ど
府

々
と
体
制
づ
く
リ
を
進
め
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
当
町
も
二
千
年
国
体

に
向
け
、
純
白
誘
致
と
そ
れ
に
対

応
で
き
る
県
下
に
額
の
な
い
体
育

館
を
控
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

。
制
日
町
の
職
只
の
給
与
に
闘
す

税

氏

、

当

町

で

は

る

粂

例

二
千
年
同
体
に
向
け
。
朝
日
町
佼
条
例

た
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ン
」
の

一
そ

の

他

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

一
。
町
道
路
線
の
認
定
の
件

で
あ
り
、
国
体
の
種
目
誘
致
と
人
口
一

議
員
提
出
議
案

わ
せ
体
育
施
設
の
終
備
に
つ

い
て

一
。
交
通
死
亡
事
放
の
絶
滅
に
闘
す

も
検
川
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
u

る
決
議

今
後
町
と
し
て
は
川
小
と
法

一

を
術
に
し
な
が
ら
何

H
A欽
と
地

日
円
叫
が
備
に
つ
い
て
、
柚
紙
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

ふ
る
さ
と
創
生
資
金

↑

質
問

1
億
円
の
資
金
運
用

一

答
弁
町
の
活
性
化
の
た
め
に

rl
q

紋
近
、
，
H
的
行
は

rム
日
ド

「ふ
る
さ
と
例
生
」

と
い
う
こ
と
で
、
金
制
の
全
市
町

村
に
対
し
て
一
律
に

1
億
同
を
配

分
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ

の
資
金
は
、
補
助
今
仰
い
の
よ
う
に
使

途
に
制
約
は
な
く
、
効
率
的
な
資

全
述
削
を
ど
の
よ
う
に
巧
え
て
お

ら
れ
る
の
か
。

推
せ
ん
さ
れ
た
も
の

今
州
、
向
的
約
か

一
。

朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
円
以
批

ら
打
ち
出
さ
れ
た
「
ふ
－
せ
ん
の
作

る
さ
と
1
億
円
憐
想
」
は
、
竹
下

総
理
大
臣
が
主
附
す
る

H

ふ
る
さ

と
創
生
々
を
受
け
、
各
市
町
村
に

一
律
に

l
億
円
が
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

ぶ
れ
へ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
将
人

を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

4
教
育
文
化
会
館
の
効
率
的
情

尽
を
図
る
見
地
か
ら
、
体
育
館
の

五
関
等
の
施
設
改
善
を
速
や
か
に

行
、
？
と
と
も
に
、
町
民
会
館
の
建

設
も
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

5

町
職
員
の
一
部
で
、
全
体
の

ポ
仕
若
と
し
て
の
意
地
叫
に
欠
け
る

印
が
比
受
け
ら
れ
る
の
で
、
研
修

仙
寺
を
通
じ
て
よ
り
一
一
用
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

次
に
、
議
願
2
件
「
リ
ク
ル
ー

ト
疑
惑
の
全
容
解
明
を
ボ
め
る
な

は
舎
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「消
費
税

に
反
対
す
る
意
見
将
に
つ
い
て
」

は
、
祁
絞
め
状
況
を
勘
案
し
、
そ

れ
ぞ
れ
不
係
択
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た

思
い
ま
す

夕立
にg

弁

答

弁

－
議
会
だ
よ
り
＠

議
案
等
の

採
決
結
果

可
決
さ
れ
た
も
の

一
昭
和
臼
年
度
補
正
予
算

。
明
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
4
号）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号）

。
朝
日
町
田
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

。
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号）

。
朝
日
町
立
泊
病
院
が
業
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号）

条

例

（
一
部
改
正
）

。
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

。
朝
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役

の
給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅

費
支
給
条
例

。
明
日
町
教
育
委
日
会
教
育
長
め

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
賀

支
給
条
例

有Iiゐ承
正杭l圭刃
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交
付
打
法
は
、
普
通
地
五
交
付

税
で
附
抗
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
使
途
に
つ
い
て
は
交
付
主

旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
れ
業
を
選
択
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場

付

帯

設

備

質
問
ト
イ
レ
や
照
明
施
設
を

答
弁
環
境
等
の
問
題
で
困
難

－

rL
j

高
齢
化
社
会
の
到

豆
長

問
問

米
に
よ
る
ゲ

l
ト
ポ

ー
ル
愛
川
町
人
口
も
年
々
柄
、
ぇ
‘
出

町
に
お
い
て
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

を
十
数
か
所
設
抗
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
向
く
流
幽
い
た
し
ま
す
し

か
し
、
新
た
な
問
題
と
し
て
ゲ
ー

ト
ボ
！
ル
場
へ
の
ト
イ
レ
の
設
世

話
噌
が
多
く
あ
り
、
簡
易
式
の
ト

イ
レ
で
も
設
計
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
人
た
ち
と
交
流
を

脹
ね
た
夜
間
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
が
楽

し
め
る
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
要

望
も
多
く
あ
り
ま
す
。

－fl
A

「

現
在
、
町
に
設
置

A
J
E

d
ノ

さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト

ポ

l
ル
場
は
、
公
認
コ
ー
ト
は
7

面
、
町
補
助
に
よ
る
コ
ー
ト
は

5

山
の
川
印
刷
で
す

夜
間
照
明
の
訪
中
前
に
つ
い
て
は
、

対
し
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
労
働
基
準
監
督
店

は
使
用
者
の
事
業
所
に
立
ち
入
り
、

帳
簿
害
額
等
を
検
査
す
る
権
限
を

持
ち
、
毎
年
立
ち
入
り
検
査
や
監

骨
・指
導
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、

町
に
は
長
悦
行
合
の

調
作
や
指
導
権
限
は
な
く
、
広
報

へ
の
掲
載
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
庁

合
窓
口
に
配
備
す
る
な
ど
、
以
取
悦

口
金
の
同
知
を
図

っ
て
い
ま
す
。

監

査

委

員
栄氏酒井

常
任
委
員
会
委
員

（
＠
は
委
円
以
・
u
R

O
は
副
委
員
長
）

総
務
教
育
委
員
会

。。平藤大

知昇勝

勝 吾雄

崎 田平

環
境
等
の
附
凶
か
ら
設
山
は
凶
雑

で
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
設
置
は
、

近
く
の
公
共
地
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
な
ど
利
用
打
で
対
応
策
を

綿
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

通
行
止
め
の
周
知
徹
底

質
問
う
回
路
の
周
知
徹
底
を

答
弁
一
日
も
早
い
完
成
に
努
力

子
正

問
リ

町
道
泊
路
町
線
の

店
長

ロ
ド

都
市
計
画
道
路
立
体

交
差
工
事
に
よ
る
通
行
止
め
に
は

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
る
通

行
止
め
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
そ

の
子
山
則
川
を
町
民
作
似
に
問
知

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
前
地
と

付
加
の
経
済
交
流
を
絶
つ
こ
と
の

な
い
よ
う
、
う
川
怖
を
．．
 

小
し
て
お

容
が
他
町

へ
行
か
な
い
よ
う
な
尚

店
街
の
活
性
化
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

C
1

1

一川
桜
町
線
hA
体
ぃ
父

2
，
ヲ

差
工
事
に
よ
る
通
行

止
め
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
年
秋

ま
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
も
こ

の
道
路
の
主
要
性
に
鑑
み
、
一
日

も
早
く
完
成
さ
せ
る
よ
う
関
係
機

関
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。宇

4
T

わ～

観

断
的
術
の
活
性
化
、

光

施

策

答：質
弁：問

積 i観
極 i光
的 ip 
に： R
取：の
り：充
組：実む：

北
陸
自
動
半
道
の

全
線
開
通
に
伴
い
、

同
道

8
サ
総
の
辿
行
い
車
両
が
激
減

し
、
沿
線
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
等
が

打
準
を
受
け
て
い
る
と
側
聞
し
て

お
り
、
制
け
イ
ン
タ
ー
と
縦
不
知

イ
ン
タ
ー
で
別
口
町
の
観
光

P
R

質

問河 磁

哲年
付

光 jミ

キt回

環
境
厚
生
委
員
会

Oc  

宏

範作保実功 一

i古 大 水深稲松

水平島松村 下

親古

産
業
建

崎川井中川 芸

員
b、
'A 

O c  

寺大尉油田水

ill＇光

雄 松 二 柴辛：昭

和地 11年

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
う
同
ル

ー
ト
の
周
知
徹
底
を
凶
り
た
い
と

F
J
え
て
い
ま
す
。

固

有

地

等

の

跡

地

質

問

跡

地
譲
り
受
け
と
利
用

答
弁

譲
渡
を
申
し
入
れ

町

朝
日
間
弘
政
判
所

お
よ
び
朝
日
一
区
検
桜

庁
の
払
い
下
げ
に
つ

い
て
は
、
大

蔵
省
北
陸
財
務
局
と
ど
の
よ
う
に

話
し
合
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。
共

体
的
に
一
言
、
7
と
、
当
該
土
地
の
面

積
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
そ
れ

を
布
償
あ
る
い
は
無
償
で
譲
り
受

け
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
跡
地
利

用
を
ど
の
よ
う
に
考
、
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。

合
わ
せ
て
、
駅
前
の
北
陸
屯
力

泊
営
業
所
の
跡
地
も
説
り
受
け
の

質

問

を
充
実
す
る
施
策
を
講
じ
て

い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

；

1

北
陸
自
動
中
道
の

答

弁

全
線
開
通
に
伴
い

、

国
道

8
号
線
沿
線
の
街
泊
地
設
を

除
き
、
前
年
に
比
べ
、
存
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
町
で
は

一
人
で

も
多
く
の

H
に
朝
日
町
へ
米
て
い

た
だ
く
よ
う
大
明
観
光
案
内
培
技

抗
や
観
光
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
新
脱

作
成
、
問
点
へ
の
山
山
口
一伝
な

特
別
委
員
会
委
員

（

O
は
委
只
長

O
は
副
委
員
長
）

特総
Oc  A 

別合
清勝河田水深寺酒 委関

水田村中島松崎井 県 登
こ広崎屯

境
調
査

手口

純 手オ 光 幸 保実雄柴

税昇 j，守｛申

開
発
公
社
特
別
委
員
会

Oc  

ミ宇河 大

和清勝

雄光雄

崎村平

協
椴
を
行
い

、
今
後
の
公
共
施
設

の
代
替
地
等
に
利
用
さ
れ
る
考
え

が
な
い
か
。

企通行.Ltめに怠っている泊伎町線

制

H
簡
い
勿
政
判
所

お
よ
び
制
臼
院
検
察

庁
跡
地
払
い
下
げ
の
件
に
つ
い
て

は
、
大
掛
省
北
陪
財
務
局
長
な
ら

び
に
山
山
財
務
が
務
所
長
に
対
し
‘

陳
情
し
て
お
り
、
ご
桁
摘
の
面
積

は

3
、
3
9
7
・
5
7
半
仁
川
じ
で
す

が
、
そ
の
内
側
入
所
有
者
か
ら
議

与
の
あ

っ
た

3
8
6
・
7
6平
打
ど

を
除
く
、
旧
泊
町
が
寄
附
い
た
し
ま

し
た

3
、
0
1
0
・8

1
干
H
γ
に

つ
い
て
、
無
的
誠
一
泌
を
お
蝋
い
し

た
い

と
要
望
し
て
い
ま
す
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
牝

教
打
施
設
を
身
、
え
て
い
ま
す

ま
た
、
北
山
内
．
屯
力
的
川
町
内
業
所
跡

地
に
つ
い
て
は
、
代
替
地
と
し
て

川
附
す
る
た
め
、
－
A
流
し
て
い
た

だ
く
よ
う
北
隙
屯
力
に
山
中
し
入
れ

て
い
ま
す
。

悠
ロ

弁

ど
の

P
R
活
動
に
取
り
組
ん
で

い

ま
す
。

用

排

水

路

補

修

金

質
問
用
排
水
路
補
修
財
源

答
弁
町
の
補
助
金
受
付
に
よ
り

f
1

市
街
地
の
用
排
水

厚
長

則
仰

路
補
修
工
系
は
、
昭

和
引
年
度
ま
で
は
泊
地
区
用
悪
水

路
委
以
会
が
水
利
地
続
税
手
の
財

制
で
附

っ
て
実
地
し
て
い
ま
し
た

松 7J<fffi 

下品村

ヨt光

一昭功

北
陸
自
動
車
道
対
策

特
別
委
員
会

。

扇

隆

O

水

光

大

龍
深平大

平－崎松沢島谷

作勝実松昭二

古知

北
陸
新
幹
線
対
策

特
別
委
員
会

。。

空宇栄作実

中井 平松

問 j酉大深

-:cl..: 
t:l 

－
議
会
だ
よ
り

＠

朝
日
町
議
会
議
員

山
岡
政
次
氏
逝
去

朝
日
町
議
会
議
員
と
し
て
詑
年

の
長
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
町
政

の
振
興

・
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
山
岡
政
次
議
員
が
、
ロ

月
初
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ニ
に
、
故
人
の
ご
遺
徳
を
偲

び
、
諮
ん
で
ご
い
は
ハ
制
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

最

低

賃

金

の

指

導

企朝日簡易裁判所跡地

質
問
行
政
指
導
の
有
無

答
弁
周
知
を
図
っ
て
い
る

．．
 ‘

1
J

過
去
に
、
制

H
町

雲

間

仰

の
事
業
者
で
最
低
賃

金
を
守
っ
て
い
な
か
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
と
側
聞
し
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
の
厳
守
を
行
政
指
導

し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

批
紙
日
合
法
で
は
、

使
用
者
は
労
働
者
に

答

弁

が
、
現
ト
れ
は
各
川
水
組
合
の
負
判

金
の
み
で
あ
り
、
今
後
、
市
街
地

の
用
排
水
路
補
修
財
源
を
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
か
。

r
I

Z

用
水
や
生
活
用
排

h

，
，
ヲ

水
路
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
が
特
定
さ
れ
て
お
り
、
朝

日
町
市
街
地
排
水
路
幣
備
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
生
活

用
排
水
路
を
格
備
す
る
受
麓
町
内

会
が
事
業
主
体
と
な
り
、
山
川
備
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

稲’

村

功

議
会
運
営
委
員
会

。

降

O

伸

清平深大酒悶 扇

水崎松沢井 中 谷

範勝実松栄幸 二

青量親安u

新
川
広
域
圏
事
務
組
合

議
会
議
員

篠平深

田町松

犬 JI券宍

背 知

朝
日
町
農
業
委
員

イ申

沢

龍

松

・
平
成
元
年
〈

4
9
8
9〉

2
月
号

＠

大
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女このページを

皆さんでつく るページに

したいと，患います。

イラス トやマンガ．ご意

見，皆さんに知らせたい

ニと，なんでもけっこう

です。広報係にお寄せ〈

T三さい。

紙上匿名は，その旨をは

っきり書いて，住所，氏

名を明記して送ってくだ

さい。

h
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－

J
－

－
E
1
A
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4南茂知良さん

新
し
い
時
代

鹿
熊

t.干E71λ 
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科官射殺めゆt •fi7そか合

殿
町

h
F
鹿
熊
マ
キ
さ
ん

複
雑
な
心
境
で
す
。

い
よ
い
よ
新

し
い
時
代
の
幕
あ
け
で
す
ね
。
若

い
許
様
に
は
、
平
和
な
明
る
い
町

の
た
め
一

一府
組
張
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
集

「
広
報
あ
さ
ひ
」
ワ

ン
ダ

フ
ル
で
し
た
。

マ
キ

温
水
プ

l
Jレ
を

桜
町

南
茂

矢口
良

大 か
」［ DB b、・89
の 府lおの
人も正イ手
間つ H は
といの北
しに II llf 
て終々に
は 世 で は

何とし珍
かなたし
し り 。L、
ら、 II乏

~ あ芭U重意

ゴ
ミ
焼
却
所
を
利
閉
し
て
、

水
フ

Jレ
は
で
主
」

な
L、
も
グ〉

で
し品，＼.

ょ
、
フ
か
？

ピーチポール送り．

ドタタロ霊場

－
み
ん
芯
の
ペ
ー
ジ
＠

泊病院副院長

赤 川 直次先生

肺

結

核

に
変
え
た
い
も
の
で
す
。

結
舷
は
食
滞

・
コ
ッ
プ

・
シ
ー

ツ

・
ち
リ
な
ど
か
ら
は
移
り
ま
せ

ん
。
何
年
か
前
ま
で
や
っ
て
い
た

様
に
、
食
器
や
シ
ー
ツ
を
煮
沸
し

た
り
病
人
の
店
た
邸
周
の
壁
を
リ

ゾ
ー
ル
で
洗
う
必
．
安
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
必
を
飲
み
始
め
る
と
、

誌
は
結
核
州
を
殺
し
始
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
わ
ず
か
数

n
で
他
の

人
に
移
す
恐
れ
は
無
く
な
り
ま
す
。

ご
注
意
を

こ
ζ
2
1
3
年
、
学
校
や
職
場

な
ど
て
結
核
の
集
同
発
生
が
口
ht

つ
隊
に
な
り
ま
し
た
。
結
核
に
な

っ
て
い
て
も
、
「
か
ぜ
」
だ
と
自

t
診
断
し
て
発
見
が
巡
れ
る
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
か

ら
、
結
肢
と
他
の
病
気
を
区
別
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
か
ぜ
」

が
長
び
く
と
思
っ
た
ら
、
医
師
に

相
成
し
て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の

中
か
ら
抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン

カ
l
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
答
え
の
ほ
か
、
ご
意
見

や
要
望
、
広
報
係
へ

の
情
報
、
イ

ラ
ス
ト
、
浸
画
な
ど
を
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
（紙

上
匿
名
を
希
望
す
る
方
は
、
そ
の

旨
を
は
っ
き
り
書

い
て
く
だ
さ
い
。）

＊
あ
て
先

干

m
l
mw
朝
円
町

道
F
1
1
3
3
4伶
地
明
日
口
町
役

場
内
秘
郡
広
報
係
あ
て

＊
締

め
切
り
は

2
月
刊
日

（当

H
の
消

印
は
有
効
と
し
ま
す
。）

で
す
。

＋
R

前
向
の
正
解
は
、
①
l
⑮
、
②

ー
。
、
③
｜
⑮
で
し
た
。
今
月
は

叩
通
の
応
募
が
あ
り
抽
選
の
結
果
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
ま
と
さ
ん（
日
歳）
、

松
原
ス
ミ
さ
ん

（
臼
歳
）
、
鹿
熊
マ

キ
さ
ん
（
臼
歳
）
の
3
人
の
方
に

決
ま
り
ま
し
た
。

雪が無いH~かい年明けとなりま

したが，気を引き締めて、豊かで

活力あふれる郷土あさひ砂を目指

す決意をあらたにしたところです。

さて，天皇陛下の言卜報に接し，

さっそく庁内に記帳所を設けまし

た。そして，「大行天皇のJ!i1御は

誠に哀捕の極みであります。ここ

に心か らご冥福をお祈り 11~ し上げ

ます。平成元年 l月13目。富山県

下新川郡朝日町道下1133，朝日町

長 魚津龍一J との弔意の言葉と

ともに，1,537名の町民各位が記帳

された名簿を宮内庁に届けてきま

した。いろいろと議論もあるでし

ょうが，皇居前の記帳所にも多く

の方々の列があり，悲しむ人々を

自の前にし．改めて肉親を失った

様に悲しい必と思いました。

昭和という JI粁t'i＇抑圧と自由，

戦争と平手II，貧困と盟かさ，優越

感と劣等感，国粋主義と 凶際化な

ど，さまざまの相反するものが悦

在した時代であったと思います。

の内平かに外成る砂 。地平かに天

成る砂を 1~／｛って「予成」の年号が

決定されたと聞いています。 「よ

い国家を持たねば，個人の幸福も

得られない」の言葉に同感し，そ

うなる様努力する必要があると思

います。

ホー青春は人生にたった一度しか

来ない。節目にあたる 259名の成

人に贈る言葉として，「成人とい

うのは，社会の一員として権利が

与えられると同時に義務を負う こ

とであ り，一人一人が行動に責任

を持たねばならない」と式辞を述

べました。その言葉を改めてかみ

締め，誌を新にする今LIこのごろ

です。今年も，ご意見とご協力を

お願いします。

家族そろって来てね．ノ
第 1凶「あさひ雪まつ り」を開催します。

栄しい催し物をたくさんそ ろえて皆さん

の参加をお待ちしています。

町長のひとりごと

平成元年

懇庶耕一
・蔵按の部

綾子タイヤリレー，税rスキー リレー，
雪だるま大行進I •I；介 tj従． ’ iく慌し

・創作の部
雪の彫刻，討の絵画.・：：；・・fごるま

・ふれあいの部
たらn.豚ii・,

務 参加者募集
実行委員会では．各自1)0参加lfiを必!.ISして

います。 団体や{i":~長・の参加も拡迎します。閉
し、合わせ， Hlし込みは.IIり教行会主i会（宮82-

1104）へ。

その他飲食コーナー

薬
さ
え
し
っ
か
り
飲
め
ば

結
核
は
、
侠
川
市
a

の
進
歩
に
よ
り

克
服
さ
れ
た
と
言
え
る
病
気
に
な

り
ま
し
た
。
薬
さ
え
し
っ
か
り
飲

め
ば
、
思
布
の
M
m
%
は
治
り
ま
す
。

J
U
は
や
恐
し
い
病
%
で
は
あ
り
ま

せ
ん
，
的
療
が
失
敗
す
る
の
は、

必
を
勝
下
に
中
断
し
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

周
囲
の
人

々
へ

庁
は

「
結
骸
長
別
」
が
あ
り
、

家
肢
は
ひ
た
隠
し
に
隠
し
た
も
の

で
、
今
で
も
そ
の
風
潮
が
無
く
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
残
念
な
こ
と
で

す
。
誰
か
が
感
染
し
、
予
防
薬
を

飲
ん
で
い
る
だ
け
で
、

「
近
寄
る

な
」
の
さ
さ
や
き
が
ハ

ッ
と
流
れ
、

f
供
た
ち
の

「
い
じ
め
」
に
ま
で

発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正

し
い
知
識
を
得
て
、
恐
怖
心
を
安
心

広
報
ク
イ
ズ
＠ 

問

題

①
ロ
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

は
何
件
か
？

＠

ω議
案
、
⑮
口
議
案
、
。
ロ

議
案

②
現
点
、
町
に
設
中
罰
さ
れ
て
い
る

ゲ
ー
ト
ボ

i
ル
場
は
？

③
印
刷
、
⑮
ロ
而
、

。

印
刷

③
町
議
会
に
は
、
常
任
委
員
会
が

い
く
つ
あ
る
か
？

③

5
つ
、
⑮
4
つ
、
。
3
つ

（
2
P
1
5
P
の
議
会
だ
よ
り
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

〔応
募
方
法
〕

－
R

は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

！
＠
、
②

l
⑮
、
③
l
O
）、

住

所
、氏
名
、年
齢
を
記
入
し
て
送
っ

－
平
成
元
年
〈

1
9
8
9〉

2
月
号
＠



－
広
報
ぴ
｜
ぷ
る
＠

釦崎ミニバスケットボール
スポーツ少年団

朝
日
町
で
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
の
チ

i
ム
が

5
チ
ー
ム
あ
り
、
年
に

4

凶
開
催
さ
れ
る
よ
会
を
辿
じ
て
、
各
チ
ー

ム
の
選
手
が
仲
良
く
し
て
い
る
の
を
見
る

と
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

6
年
生
は
、

3
月
の
お
別
れ
大
会
を
最

後
に
迅
凶
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
目
的
ミ

ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
少
I
ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
を

め
ず
か

つ
て
凶
年
余
り
た
ち
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
万
々
の
出

か
い
ご
戸
援
と
ご
協
h
H
が
あ
っ
て
の

こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
我
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
男
女
作

わ
せ
て

n人
の
問
民
か
ら
な
り
、
迎

2
固
め
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
何
か
と
体
力

が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
走
り
込
み
を

中
心
と
し
た
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
チ
ー

ム
プ
レ
ー
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
の
か
、

昨
年
は
北
信
越
大
会
新
川
予
選
で
は

男
女
と
も
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
県
予
選
で
は
一

勝

一
一
ほ
と
惜
し

く
も
以
を
の
み
ま
し
た
c

少
な
い
人

数
で
、
よ
く
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
く

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

＊ 

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

所
だ
と
初
め
て
気
づ
き
、
改
め

て
感
動
し
た
次
第
で
す
。

今
は
、

「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ

て
家
に
入
る
と
、
「
お
か
、
え
り
」

と
返
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

家
族
そ
ろ
っ
て
食
必
を
し
た
り

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
な
ん
で
も

な
い
平
凡
な
事
だ
け
ど
、
出
か

く
て
、
人
が
生
き
て
い
く
う
え

で
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

私
は
、

毎
日
仕
事
に
お
わ
れ
、
心
に
ゆ

と
り
の
無
い
生
前
を
送

っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
の
ん
び
り
と
し
て
し

か
も
白
然
豊
か
な
制
日
町
は
、
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

多
少
不
便
な
と
こ
ろ
も
あ
H
，ま
す
が
、

朝
円
町
に
は
そ
れ
以
上
に
良
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も、

山
然
だ
け
で
は
な
く
そ
れ
ら
を
大
切

に
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

われらUターン

水
野
功
美
子
さ
ん

（
山
崎
辻
・日
ω
歳）

5
年
近
く
の
全
沢
で
の
生
前
は
、

い
ろ

ん
な
人
と
出
会
え
、
ま
た
環
境
も
良
か

っ

た
の
で
や
り
た
い
小
も
す
ぐ
で
き
ま
し
P
3

自
分
に
と
っ
て
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た

則
聞
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
金
沢
か
ら
止
ま
れ
育
っ
た
朝
日
町

に
仰

っ
て
き
て
枇
初
に
思
っ
た
の
は
、
「こ

ん
な
に
も
山
が
き
れ
い
に
見
え
る
所
だ
っ

た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
つ
も
な

ら
、
口
然
を
求
め
て
山
や
海
に
山
か
け
て

い
た
め
に
、
円
分
が
生
ま
れ
た
所
が
盟
か

さわやかさんこんI~ちは

ゆか り

泉有佳里さ
（泊 ・20歳）

実勤務先

朝日電チ側

女血液型

A型

女家族構成

父・母・錦と 4人家族

スポーツギャル

ん

宮崎趣味

スポーツ

＊星座名

魚座

8渇ヨ》~®0 どんな仲間でも結構です。連絡を。

か7肱登場
。今月の戸ツ熱カップル

和 春（27歳・入善町出身）
さん

梨香子（25歳・山崎）

人
た
ち
よ
り
も
、
肉
親
を
は
じ
め
副
り
の

者
が
喜
ん
で
、
ど
ん
ど
ん
進
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
と
言
、
っ
と
、
本
人

た
ち
が
置
い
て
き
ぼ
り
と
い
う
感
じ
で
、

回
り
の
者
が
し
い
た
レ

l
ル
に
乗

っ
て
き

た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

。
家
庭
づ
く
り
の
目
標

ス
キ
ー
や
水
泳
な
ど
が
好
き
な
の
で
、

あ
ん
ま
り
あ
く
せ
く
し
な
い
で
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
に
親
し
み

’H
然
の
小
で
生
前
し
て
い
る
よ
う
に
ゆ
と

り
の
あ
る
家
嵯
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
子
供
が
で
き
れ
ば
、
家
庭
の
中

が
に
ぎ
や
か
に
そ
し
て
艇
む
と
思
う
の
で

単
く
子
供
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

が
あ
る
よ
う
で
す
。
片
言
の
言
葉
を
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
電
話
が
大
好
き
、
な

か
な
か
受
話
機
を
は
な
し
ま
せ
ん
。

明
人
は
ま
た
、
我
が
家
の
台
風
の
日
で

す
。
家
族
み
ん
な
が
か
き
因
さ
れ
て
、
こ

の
小
さ
く
て
大
き
い
台
風
を
中
心
に
し
て

毎
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

鹿

＊「なかまたち」を募集しています。

。
結
婚
さ
れ
た
日

昭
相
臼
年
日

H
n
臼

り
空
際
期
間

約

5
か
月
問

。
出
合
い

裂
香
チ
さ
ん
の
お
ば
さ
ん
の
制
介
で
お

見
合
い
し
て
。

。
結
婚
を
決
め
た
の
は

梨
香
子
さ
ん
・・
：：
付
き
合

っ
て
い
て
、

や

さ
し
く
と
て
も
大
切
に
し
て
も
ら
え
る
人

と
感
じ
た
か
ら
。

和
春
さ
ん
・・・・・・
仕
事
が
ら
（
者
護
婦
）
責
任

感
が
あ
り
、

し
か
も
健
康
そ
う
だ

つ
た
。

ま
た
、
何
よ
り
明
る
い
感
じ
で
、
第
一
印

鋲
が
良
く
、
お
比
A
H
い
し
た
と
き
か
ら
決

め
て
い
ま
し
た
。

。
プ
ロ
ポ
ー
ズ

正
式
に
結
婚
が
決
ま

っ
た
の
は
、
お
見

合
い
し
て
か
ら
約
2
か
月
後
で
す
が
、
本

次長長桜
男女男町
明士奈令義fの
人と世主明2斎
く美λ く藤
んちん豊

｜や 12一
ん さ

歳 （ 歳 ，
........ 10 ........コ
歳山

我
が
家
の
三
人
の

f
供
た
ち
で
す
。

小
学
校
6
年
生
の
義
明
は
、
上
の

f
に

多
い
の
ん
び
り
崖
で
す
が
、
何
で
も
こ
な

し
て
い
け
る
力
も
あ
る
や
さ
し
い
お
兄
ち

ゃ
ん
で
す
。

5
年
生
の
奈
世
美
は
、
少
し
わ
が
ま
ま

な
所
い
か
あ
る
け
れ
ど
、
あ
き
ら
め
ず
に
が

ん
ば
る
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
番
の

け
え
ん
幼
で
す
が
、
弟
の
世
話
を
よ
く
し

て
く
れ
る
弟
思
い
の
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

－
歳
3
か
月
の
明
人
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や

お
姉
ち
ゃ
ん
に
は
無
い
神
栓
質
な
と
こ
ろ

昭和61年 3月泊高校を卒業

し， 自宅から通えて通勤に便

利とい うことで向年4月に朝

日電子 （株） に入社。現在，

製造 1諜で製品の基板検査を

しておられます。

きて，勤めてから近くて便

利なので柄池スキー場などへ，

一泊やH帰りでシーズン中10

． 回以上は出かけるそうです。

平 そして， 白己流ながらウエー

竺 デjレンをこなす腕前とか。で

~ も ， F スキーは， もっとうまく

す なりたい し，春になった らテ

9ニス もやりたい」そうです。

受 また，朝日バレーポールク

を ラプに所柄し毎週2回の練

局 習に参加しておられます。高

号 校時代は，ソフ トボールもや

＠ っておられた，スポーツ万能

さわやかさん…・・・です。



；；、くし
愈

。朝日町社会福祉協議会｛丸 皆さ

んと共に地域の信社向上を目指

す福祉団体です。

。場所朝日町福祉セン？ー内

。TEL 83・0576

や
寝
た
き
り
老
人
、
重
度
附
山
由
一
回
者

等
の
方
々
へ
は
、
地
区
の
民
生
委

は
が
、
川県
内
の
社
会
福
祉
袖
設
に

入
所
し
て
お
ら
れ
る
方
や
長
期
入

院
で
療
養
中
の
方
々
に
は
、
町
の

悩
祉
係
職
只
と
社
会
一悩
祉
協
議
会

の
役
只
い
か
慰
問
し
て
、
お
は
鈍
い

し
ま
l
ν
た。

そ
の
後
、

おりがとう窃たたかい窓
＠ 朝日町善意銀行

12月｜｜ 日一 l月10日 長
期
入
院
者
や
施
設

入
所
者
か
ら
お
札
の
電
話
や
手
紙

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
施
d旦
入
所

7 者

i, 1 
Q ~ 
u 人
0 ~ 
円

長

J~J 
人
II記
者

7 1 
to 2 

8, 8 

0 一一
。。
円

メ入
ロ

残

雪 計
7 5 
7 2 4 
0 司 、 3

品8と
Ii 9 

さ o
..,,_ 0 
度
~ 0 
）円

賛
助
会
員
加
入
状
況

日
年
度
の
町
社
協
の
賛
助
会
員

に
次
の
－
M
々
か
ら
加
入
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

四
杉
・
彰
、
水
井
和
雄
、
道
下
京

治
、
水
井
健
松
、
川
L
L
A門
二
、
中

嶋
英
輔
、
中
嶋
店
子
、
鹿
’
品
荘
、

さ
ん
か
い
、
河
村
昭
銀
、
来
上
猛
、

桜
建
忠
昭
、
似
桂
川
口
恵
〆
r、
道
用

ω雄
、
道
刷
利
維
、
道
肘
ホ
次
郎
、

佃
文
一
、
水
島
周
作
、
石
橋
三
郎、

大
久
保
久
光
、

弓
野
良
二
、
高
山

－
ふ
く
し
の
窓
⑪

筆
、
長
能
明
雄
、
長
能
淳

一
郎、

坂
口
弘
、
伊
藤
清
松
、
上
杉
正
雄
、

石
崎
山
間
三
治
、
伊
藤
博
、
長
原
忠
、

伊
藤

一
郎
、
伊
路
一男
、
坂
口
一
雄
、

吉
野
幸
雄
、
名
越
静
星
、
以
上
お

名
目
ω
口

（
1
月
刊
日
現
在
）

V
申

し
込
み
は
、
町
内
担
当
民
生
委
員

ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
官

邸

1

0
5
7
6
）
へ
。

一 募募
般 金 A

4主等霊

全2の
2、1、1、委 設結
~ g；き 果
6 8 8 

7 0 7 
0 0 0 
0 0 0 
円円円

町
支
出
金

合

計
見
舞
等
の
内
訳

生
活
保
護
世
帯
（
犯
人
）

2
0
0
0
0
0
円

生
活
困
窮
ー佐
市．

~ 46 

i人。。。
円

ね
た
き
り
老
人
（
綿
入
）

2
4
0、
0
0
0
円

重
度

害
者

6 1 
A 6 

4 8, ? 
() 0 ,:_, 
0 0 
0 0 
Pl円

甲
子（

l
人
）

被
災
世
帯
（
7
人
）2

3
0
0
0
同

戸、

シルバー110番（ft0764-4ト4110)
を気軽にご利用下さい。

富山県高齢者総合センター

では，お年寄りや家族の方々から

の悩みごと，心配ごとに応じます。

善
意
が
い
っ
ぱ
い

グ
愛
の
袋
d

募
金

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て

行
っ
た
政
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
思
い
や
り

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
背
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
募
金
の
お
世
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
対
し
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

5
4
3名
を
お
見
舞
い

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
町
の
歳
末
見
舞
金
と
合
わ
せ
て

年
末
に

5
4
3
名
の
方
々
に
贈
り

ま
し
た
。

町
内
ト
仕
宅
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭

。~日包 f十本式会社さんから 18.382円

。羽人の長津明美さんから 10,713円

。朝日目l~f1＼鯉愛好会さんから 20,000円

。上町の1IJlチ択きみえさんから

10,804問

。宮崎の水島尚子さんから 1.248円

。日東紡総（株）労働組合泊支部さんから

45.640向

。三枚怖の総図良平さんから亡父似合さ

んの供益と して香典返しのー古r1

100.000向

。小川越設工業（株）代表取締役｜刈田三郎

さんから 500,000円

。主主世j’のILI日キクエさんから 10,000円

。富JI崎のiLr：回よいさんから 34,926向

。善意の符i 52,392円

（北 銀 側 一店制信用金l山

中央農協if.I支所，大和tWH~. -i本．宮崎鉱泉．

鹿島if. ）..： .県宮崎漁I~. 小川I晶泉Jt i品

。事fHIビューティロ ックさんから

15.860円

。亦川のと〈名さんから 20,000円

。扇谷工業所従業民一！日lきんから

10,210円

。泊のJim·~枝さんか ら 5.787問

。i自の制中二土うたさんから，亡同：チヨさ

んの供養として符典返しの一部

100,000問

。草針のTiLCかつゑさんから．亡夫務さ

んの供養と して香典返しの一部

200,000向

。朝日ロータリークラブさんから

100,000問

。弁ノ Uの大久保友まなさんから，亡長男一

義さんの供養として香典返しの一部

100,000同

56,390問

戸、

。下道下町内会さんから

朝
日
町
職
員

朝
日
町

（
本
庁
、
出
先
機
関
）

で
勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ
助
産
婦

・
看
護
婦

マ
調
理
員

マ
逆
転
手

若
干
名

Hhイ
名

一
名
紅
皮

約：~11 I筑紫場所｜絞問｜資総絞験
人数｜免 許

1611事～
I fl.:130分

/h凶肉置r)J ＃免.；~：

応
募
資
格

マ
助
産
婦

・
若
護
婦

昭
和
泊
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
現
に
助
産
婦
ま
た

は
お
謎
耐
の
免
汁
を
街
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
今
年
5
け
ま
で
に
取

締
見
込
み
の
人
。

マ
調
理
員

昭
和
羽
年
4
月

2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
半
業
の
学
歴
を
有
し
、

アルバイト可

許
一
の

れ

免
一械

免

単
一機
選
一

市

上
動
一作
総
一上
動

以
内
一
丁
省
一以
，H

・γ泊
一
Mm級
一千
泊

山川作
一九
Hm
一U

H

川崎
汀
;l~·i泊内勤 tド免治・

ホット求人情報

2 

2 

3 

初日町
m I呆

明日町
清水町

弘
一色
れ
一
ru一品

納

入

人

制

一

例

～
歳
～
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一
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歳
一
～
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歳
一
～
歳
一
二
成

政
ω
一段

ω
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M
W

一
線
お
一
歳
ぬ
一
段

ω
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ω
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－
n
v
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一
。
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係
一
L

．
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一
一

一
一
仁

．
H

H

’山市
一

ザ
一

一
化
一

然
イ
一

ヤ

二

級
パ

一

イ
ン

一

締

ド一

ハ

7
一

辺

ア

一

男
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必
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父
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n
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子
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係
一助

助
一日小栄
一山側
川
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川
一
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一

及
向
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が
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付
掛
川
物
一
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受
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調
理
師
の
免
許
を
現
に
有
し
て
い

る
人
。

マ
運
転
手

昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
卒
業
の
学
慌
を
有
し
、

普
通
自
動
車
第

1
種
運
転
免
許
を

現
に
有
し
て
い
る
人
。

マ
そ
の
他
条
件

。
朝
日
町
に
応
位
す
る
人
（
た
だ

し
助
産
婦
を
除
く
）

O
必
要
学
歴
は
、
こ
れ
と
同
紘
一
寸
と

認
め
ら
れ
る
学
底
資
格
者
を
含

む
。

O
運
転
手
に
つ
い
て
は
、
今
年
5

月
ま
で
に
大
引
内
動
市
、
大
盟

特
殊
自
動
卓
第
l
樋
免
許
を
取

得
見
込
み
の
人
。

選
考
の
日
時
・
場
所
等

3
月
中
旬
朝
日
町
役
場
で
而

接
お
よ
び
身
体
験
脊
等
を
行
い
ま

す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
応
募

者
に
そ
の
都
度
通
知
し
ま
す
。）

応
募
手
続

2
月
6
臼
（
月
）
か
ら
2
月
お
日

（
土
）
ま
で
、
役
場
総
務
課
に
申
込
刷

紙

・
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課

人
事
係
に
あ
り
ま
す
。

． 
平
成
JG J 

与五
十里
9 ~~ 
与百瓦
日 にに
X な合
白 りわ
ー ませ
き す支

＠ 。昔

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場

総
務
課
人
事
係
（
内
線
2
0
7
）ま

た
は
泊
病
院
事
務
局
（
幻
”
1
1

6

0
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

3

県
政
モ
一

山
県
で
は
、
県
政
に
刈
す
る
意
見

や
要
望
を
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
開

く
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
職
務

県
政
に
闘
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
県
政

全
般
に
わ
た

っ
て
、
建
設
的
な
意

見

・
要
望
等
を
随
時
提
言
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
・
任
期

日
名

・
2
年
間

応
募
資
格

県
内
に
居
住
す
る
尚
初
歳
以
上

の
人
で
、
県
政
に
関
心
の
あ
る
人
。

た
だ
し
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
者
、
公
務
員
お
よ
び
県
政
モ

ニ
タ
ー
経
験
者
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

3
月
訂
臼
ま
で
、
出
山
県
庁
企

画
県
民
部
広
報
課

（
富
山
市
新
総

曲
輪
1
1
7
）
へ

、
は
が
き
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 一

タ
｜

一れ
リ
一

一
よ

一

第

l
号
被
保
険
者
の

一
同

一

人
が
、
昭
和
臼
年
l
月

T1
1
4
1
日
か
ら
同
年
ロ
月
別

一
A
量

一

日
ま
で
に
納
め
た
国
民

一
世
山
l

一

年
金
保
険
料
は
、
「
社
会

日
直
し

保
険
料
控
除
」
と
し
て

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
て
、
課
税

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
巾
告
の

と
き
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除

障
害
年
金
等
の

支
払
い
が
年

6
回
に

出
国
民
年
金
法
に
よ
る
降
客
年

金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
及
び
寡
婦
年
金
（
障
害

や
死
亡
の
原
凶
に
よ
り
、
昭
和
日

年
4
月

1
日
前
に
年
金
受
給
権
が

あ
っ
た
方
）

め
支
払
い
が
、
平
成

元
年

2
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
年

4
回
払
い
（

3
・
6
・
9
・日
月
）

か
ら
、
年
6
凶
払
い
（

2
・
4

・

6
・
8
－

m
・
ロ
月
）
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た



生

f走
募

集

県
立
雄
崎
高
校
で
は
、
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
出
願
期
間
は

2
月
初
日

1
3月
幻
自
で
す
。
（
通

信
制
の
み

2
月
初
日

i
3月
お
H
）

夜
間
定
時
制
（
午
後
6
時

1
9
時
）

一
。
普
通
科

・
商
業
利
（
男
女
）

一
マ
働
き
な
が
ら
週

5
日
（
月

i
金
）

目
登
校
し
学
内
。

昼
間
定
時
制
（
午
前
8
時
日
分

i
）

。
普
通
科
（
男
女
）
家
政
科
（
女
子
）

マ
働
き
な
が
ら
毎
日
登
校
し
学
宵

通
信
制

。
普
通
科

・
家
政
料

・
術
生
抗
議

科
（
男
女
）

マ
毎
日
通
学
で
き
な
い
人
の
課
程
。

専
攻
科

。
生
活
科
学
科
（修
業
年
限
2
年）

マ
高
校
卒
業
以
上
の
女
子
を
対
象

と
し
て
、
保
育
コ
ー
ス
と
調
理
コ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
雄
峰
山口同校

（
岱
0

7

6
4
1
引

1
4
9
5
1
）
へ
。

日

！

町
ビ

l
チ
パ
レ
！
大
会

期
日

3
月
日
日

i

3
月
口
円

め
、
左
・
記
の
日
松
で
地
区
別
に
相

談
を
受
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

）前月比

平 均

l
 

l
 

p

、ω
、，，

ロ
0（
 

1凶傍

l'l 
123～126 

生活必需品価格

776 
( 0) 

、
／ 

i1h 
2ヤJ微光 le)一
製

名

1月分調査

"' 11日
I－ーー『一一一一

774～780 （侃i主18e) 

会
場

朝
日
町
民
総
合
体
育
館

参
加
資
格

朝
日
町
在
住
者
お
よ

び
勤
務
者
で
、
尚
日
歳
以
上
の
人
。

（
昭
和
臼
年
4
月

1
日
現
在
）

チ
ー
ム
編
成

川
男

k
出
介
と
し
、

コ
ー
ト
内
男

2
人

・
女
2
人
と
す
る
。

ωコ
l
ト
内
の
選
手
の
合
計
年
齢

を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

A
ク
ラ
ス
・・・・・・
フ
リ
ー

－

B
ク
ラ
ス
：：：

1
5
0
段
以
上

．
C
ク
ラ
ス
：
：：

1
8

0
歳
以
上

申
し
込
み
・
締
め
切
り

3
月
Q
J
U
ま
で
教
育
会
只
会
ま

た
は
町
民
総
A
H
体
育
館

、

抽
選

3
月
刊
日
、
午
後

7
時
加

分
、
町
民
総
合
体
育
館
て
。

参
加
費

l
チ
ー
ム

5
0
0
円

（
傷
害
保
険
料
）

ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会

安
全
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
2

H
（本）

千
後
7
時

1
8
時
鈎
分

役
場
4
F
ホ
ー
ル

削
ド
ハ
…
部
市
民
病
院
小
児
科
摂

長
竹
山
入
口
徳
雄
先
生

講会
師場

A 

愛

の

献

血
ロ
月
中
夫
総
分

協
力
お
名

朝日町中央農協li前日：支所

大家庄農協

大家庄農協

II 

:1i:i均rr:
.-li.i汚1J主

大家j主

大家庄

・相談時間はいずれも午前 9時30会ー午後 4時

．相談日以外にも税務課で相該を受けています，

II 

J完

6日（灯）

6 El （月）

7 l:J（刈

8 El （水）

9 1:1（村
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申
し
込
み

｛
疋
口
県

2
月
却
日
ま
で
教
育

悉合同門
ム一品へ
。

1
0
0
人

（
先
培
順
）

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
霊
録
を

ト
ラ
ク
タ
ー
や
乗
用
コ
ン
バ
イ

ン
に
は
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
登
録
標
識
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
至
急
役
場
税
務
課
で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
さ
れ
な
い
と
、
農
業
所
得

の
申
告
時
に
必
要
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
等
の
皇
ロ
を

町
県
民
税

・
所
得
税
の
碓
定
申

告
の
期
間
は
、

2
月
刊
日
か
ら

3

月
日

H
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
、

2
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
必
要
中
項
を
記
入
し
、

必
要
な
持
制
を
添
え
て
、

3
月
日

H
ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
各

農
協
（
支
所

・
出
住
所
）

・
漁
協

の
窓
什
に
あ
る
投
入
箱
に
投
入
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
税

境

水
島
和
彦
、
下
坂
文
広
、
水

島
敬
太
、
水
島
義
明
、
水
島
育
子
、

宮
崎

嘉
義
登
美
子
、
水
島
孝
夫
、

水
島
正
之
、
水
島
知
H

哉
、
大
浜
ハ

ル
イ
、
扇
谷
美
智
代
、
笹
川

長

井
昭
三
、
勝
間
誠
一
、
小
林
智
治
、

寺
出
正
広
、
長
井
斉
、

泊

情
秀

年
、
米
沢
幸
三
、
平
野
弘
子
、
平

沢
一
時
、
萩
原
良
美
、
沢
田
真
澄
、

小
塚
修
、
荒
尾
隆
幸
、
水
島
由
紀

子
、
巾
1
局
ナ
ツ
子
、
下
川
村
二
、

結
明
宏
、
中
山
節
子
、
谷
美
子
、

大
村
敦
、
湊
雅
子
、
加
藤
武
志
、

小
坂
美
枝
子
、
折
谷
美
嘉
男
、
後

必
イ
ツ
子
、
山
本
修
、
古
市
ル
リ

子
、
桜
沢
孝
子
、
国
中
み
か
子
、

竹
内
秀
孝
、
犬
回
優
、
尾
崎
悟
、

内
川
世
紀
信
、
加
藤
邦
男
、
水
野

智
、
五
箇
庄

大
島
健
清
、
水
下

肉

479 

380 
( 0) 

181 
(+JO) 

(1seピペ）iJli I 46いお ｜( 0) 

食いナ ラ ダ 臼11l 278～3 I 309 
｜ （ ポリ制：~700g入） I "' o・－＿，叩 i ( 0) 

口 ｜と う ふ ｜ 日 出 I 79 

nP ~J·. －止めん IT) I 6叩 ｜ ( 0) 

( i eパ γ ク入）
228 

( 0) 

170～198 

228 

380 

:IL 

田Tの工事発注状況

<12月1日～12月31日〉

f, 3主

松 品目｜主l：設課

まfll!l昼休
水産品提

!JI当課千円ー
J,!.'; iiJi h完成’J市れ

I：予定金制

I f・l'l 

13.2竹12.850I 'J' 事工良改路

E

道

4
一業
線

一事
町

一良
佐

一改

・

ι
一路
泊

道

とやま森林浴の森鰐備工事

め
中
止
門
書
は
、
各
段
漁
協
の
巾
告

書
投
入
桁
へ

は
人
れ
な
い
で
、
税

務
署
か
役
場
税
務
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
の
確

定
巾
告
を
し
た
方
は
、
町
県
民
税

の
申
比
門
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。
な
お
、
所
得
の
計
算
や
申
告
書

め
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
人
の
た

（ 

和
彦
、
川
崎
川
秀
和
、
門
口
雪
美
、

寺
田
恭
子
、
重
田
春
江
、
金
沢
正

道
、
．
由
村
英
則
、
南
茂
練
子
、
河

村
隆
徳
、
重
野
弘
、
浜
川
治
、
水

口
幸
裕
、
南
保

中
村
和
彦
、
小

坂
点
文
、
長
崎
的
チ
、
千
四
栄
造
、

宇
田
和
子
、
長
谷
真
寿
美
、
堀
地

安
之
助
、
中
山
孝
則
、
大
森
裕

一
、

山
崎
江
端
武
正
、
井
市
林
正
弘
、

七
沢
口
光
、
九
里
久
美
子
、
九
里
真

澄
、
秋
山
秀
樹
、
谷
健
治
、
辻
栄

哲
男
、
稲
荷
車
、
長
津
法
芳
、

大

家
庄

川
上
哲
、
広
以
和
美
、
水

野
真
紀
〆
寸
、
堂
用
品
目
品
ぶ
英
、
金
繰

多
力
男
、
清
水
規
明
、
沢
井
芯
美

子
、
酒
井
良
明
、
山
阿
久
美
子
、

石
僑
修
、
花
井
昭
峨

（
的
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
広
い
ま
し

4
1
 

166 
( + 3) 

よ I 200～228 

相 談会日程
区 ｜ 会場

｜朝日間中火農協ilH以文月i

z 朝日町＂ I央農協山崎支所

朝日町小央農協山崎え：所

朝日町r~ I央農協終川支所

山崎浦漁協

朝日間中火農協守主谷山4長所

朝日町役場

朝日町役場

例日町役.t4!;

朝日町中央農協境支所

朝日間中央農協五i刷会主支所

申告
月 日寸τr
2 J']21 l::I（刈 li判決

22日や｝＼） •• ilJ山奇

23日（村 I1J I崎

27 lJ （月） I '(I（川

28円（火） '1~·； 1llt,f 

3 J-J l日制i1r.~札羽入
2 l:l （木：） I d1 （全地区）

3 l:l倒 v 的（

217 
(-5) 

209 
( -27) 

一 一一． 

11" ｛中肉もし州 ）

生 ｜豚 肉
I （中肉もも100g) 

｜鵠 Jlll
鮮 !Mサイズ!Of捌）

｜不ね
（普通品 lkg) 

灯t il いし
｜ （普通品 lkg) 

品｜キ

工 lし

304 
( +20) 

講評野菜は例年に比べ高値傾向が続き，

外はほぼ横ばいの安定的な｛凶僚で推

移しました。

332 
(+ 5) 

285～330 

296～400 

・7

参

ャベ
（者二ifil1¥'l1I kg) 

（普通品 lkg) 

－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

十
村
制
度

内

まちの歴史

「一

加
賀
、
二

土
佐
」

と
う
た
わ

れ
た
加
賀
藩
の
的

島
、

ト

u

，

績
は
十
村
制
度
に

負
う
と
こ
ろ
が
多

い
。
加
賀
滞
の
十

村
制
度
と
は
、
十

村
の
職
階
が
田
地

割
と
改
作
の
両
法

令
を
伴
、
7
集
権
的

文
配
機
構
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
制
度
は
口
世
紀
の
半
ば
に
成
立

し
て
い
る
。

十
村
役
人
の
職
務
は
、
具
体
的

に
は
同

一
組
支
配
の
世
襲
を
建
前

と
し
徴
税

・
検
察
を
含
む
一
般
行

政
や

「
組
万
雑
」
な
ど
予
算
の
編

成、

「
縮
方
」
の

「
達
」

（
細
則
）

の
制
定
と
い
う
立
法
、
さ
ら
に
「
出

入
筋
」
と
い
う
民
事
司
法
に
及
ぶ
権

限
で
あ
る
。
十
村
の
管
轄
を
「
組
L

と
公
称
し
、
時
代
と
場
所
に
よ
っ

て
広
狭
の
差
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

滞
政
時
代
を
究
文
か
ら
明
治
に
わ

た
っ
て
通
観
し
た
と
き
に
は
一
万

石
余
り
を

一
人
が
支
配
す
る
と
、

理
解
し
て
大
過
は
な
い
。
京
一
暦
川

二
七
志
向
）
年
十
一
月
に
な
る
と
、

新
川
郡
で
も
十
四
組
（
浦
方
を
含

む
）
の
十
村
御
用
所
に
裁
許
者
が

全
員
配
置
さ
れ
、
そ
の
支
配
地
も

1. 950 I竹山崎城山13.20

一
応
固
定
す
る
。

朝
日
町
地
方
の
歴
代
十
村
代
官

を
掲
げ
る
と
、
初
代
は
大
井
四
郎

左
衛
門、

二
代
も
大
井
四
郎
左
衛

門、

三
代
は
岡
与
三
右
衛
門
、
四

代
は
渡
辺
弥
太
夫
、
．
九
代
は
神
保

正
助
、
六
代
は
伊
東
加
兵
衛
、
七

代
は
伊
東
次
郎
左
衛
門
、
八
代
は

伊
東
彦
四
郎
、
九
代
は
伊
東
次
郎

左
衛
門
、
と
な

っ
て

い
る
。

初
代
大
井
氏
の
支
配
地
は
、
現

ト
れ
の
朝
日
町
に
加
え
、
桑
白
同
新
、

下
若
林
、
舟
見
、
明
日
、
中
野
口
、

舟
見
軒
、
背
沢
、
栗
虫
、
小
僧
戸
、

新
屋
、
削
山
、
前

X
新
、
旧
又
新
、

荒
又
、
閉
山
新
、
小
杉
新
、
神
林

新
、
亦
川
、
古
目
黒
部
、
吉
原
、
必

原
新
、
春
日
、
八
幡
町
、
横
山
町
、

日
吉
新
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

町
政
施
行
犯
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

す
手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

課
秘
書
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（

E
m－
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－

o
o
 

内
線

2
0
4
番）

刻

a
町
社
内

－
平
成
元
年
（

T
9
8
9〉
2
月
号
＠



12月18日～ 1月17日まちの話題

ポンプ車など20台が勢ぞろい
l灯6円に消防団出初め式がありま

した。午前 8u払 泊小’γ：校’損ーに｜すl.Wら

約300人とポンプ取など20古が勢ぞろ

いし消防問長 ・消防長の検I制を受け

た後．一斉放；j(ゃ分タIJ行進を行いまし

た。その後，消防署前で優良団員等の

表彰が行われました。

消防長功労章 水野甚之輔(1分団民）、

米日if'tH4分111長），水島和之（6分凶長）

消防長無火災表彰 2分回（ 9年IHI),3 

分凶（ 8年間），4分間（ 1年間）， 5分凶

( 1年間），6分凶（1年間）

消防団長功績章 北山能男(1分団部長）．

小川!fl( 2分間団員），西岡部一（ 3分間

班長），新田章（4分間班長）．北山六雄

( 5分間班長），中谷庄二（6分団凶H)

消防団長表彰状 長崎孟（ 1分凶凶以）．

久保問良一（ 1分間間.Q），小JII稔（ 2分

団団員）' i白水情（ 2分印団長）' 1j1山；j;

i'l ( 3分団団員）、寺田明彦（ 4分間団

員），山田知也 （5分団団員），水品良

治 （6分｜司回目）

惨消防団幹部の異動 （1月lH付け）

退団 北山幸(1分団長）．水島晩（6分団長）

新任 ［＞ 1分団長・水型f甚之輔［＞I叶icilJ分

｜社長 ・本田斉［＞ 6分団長 ・7)'(品キll之

1月6日新春恒例の消防団出初め式

12月23日青磁宛でもちつき

くさもちを賞昧
特別長1l≪：主人ホーム有機先でもち

つきがftわれました。 ~FU!dtl＞保有所

のli:il児22人が溜；や踊 りを披五したあ

と＇1¥1児たちの崎け声．に合わせて笠

-1，：助役らが科；をふるいました。

ウーロン茶よりおいしい

缶入りuパタパタ茶”
付およし推進協議会 ・特産

物部会は．パタパタ茶で缶入

りit'J-i，；・：飲料水を試作しました。

A飲の車山県は好評で．本栴

的なIll.{・,'(:.fま4月ごろからとか。

オ月11白山崎スキークラブ発足

スキー技術の向上を
l月lll:l。山崎地区のスキー好き約40

人が農村知！人の家に集まり，スキークラブ

設立総会を行いました。これは，会以の

技術向上とともにγ－供たちなど後退の指

導にも当たる LI的で結成されたものです。

式愈
『

H
U年周

《

H
U

ハh
u立創4

2
 

工織目

4

月

F
V
 

E
rd

伺‘

年賀ハガキ抽選会も
I H 13U，泊小学校で新年集会が

hわれました。集会は全員の合pgに

始ま 1)＇乍年代表ーの新年の抱負発表．

イン ドネシアからの転校生消印蝕む・

(I’i: rさん川妹のあいさつ，校｜勾年！°｛

状-trl1；話会などが行われました。

1月15日朝日町成人式

259人が大人に
制iI Uf fでは259人（男128人，

ti: 131人）カ（Tilt入者として菊tし

く大人の仲間入りをし ました

が‘このHは，そのうちの198

人が参加して，成人式が行わ

れました。

－
ま
ち
の
話
題

＠

お
す
こ
や
か
巴

成

水

日同

正

昭

長

男

主

宮

本

町

越

前

毘

進

長

女

茜

東
一
ニ
浦
町
青
木
治

一
民
削
力
俊
宏

清

水

町

下

山

市

長

女

綾

呑

束

草

野

川

上

勝

之

民

女

村

伎

川

市

保

鉱

光

浩

長

女

姫

里

末

広

町

大

菅

間

以

女

美

恵

子

上

道

ド

米

丘

政
文

二

%

主

佑

H
東

町

片

制

一
成

二

女

翠

ギ
剛
一
区
山
本

修

長
男
洋
服
岬

千
柳
二
医
小
en川村
氏
樹

・
以
女
崎
市
本

日

山

水

野

山

昨

ニ
剛
山
本
陥

州
例
入
民
山
川
町
本
H
K
女

悦

法

行

崎

山

ぶ

必

ニ
附
山
陽

山

崎

趣

名

越

三
川
川
博
H
K
女

必

山

下

山

新

間

島

徳
男

二

男

竜

也

窪

田

吉

田

康

明

長

男

康

平

三
人
自
の
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す

出

水

町

ド

沢

点
三
朗

ニ
レ
仏
総
実

作

小

野

折

．
F
一
刊
誌
一
ニ
ル
弘
純
子

ぃ
叫
ん
品
山
川
水
以
内
↑
・
↑
m
M
尚

、、t
t

，LL
Vリ
内
川

g

J

rdvι

、，J
M
M
H
J

。4
・

H

’喝a
a
J
此
刊
H
U7

’’
s
h
u
HH
7J

，
ぷ
T

人

お
し
あ
わ
せ
に

｛
辻
岩
崎

｛辻

岩

崎

一

殿

町

.4~ 熊 J ll Jll 

芳

明

直

美
和

春

製
作
チ

表彰や感謝状贈呈も
このf:i，朝日町職工会 （組合只206人，

草東平作会長）の創立60周年記念式が行

われ，職工会の発展に尽力されたJ)j制に

より ，尾山1孝太郎さんはじめ4人のJiに
感謝状が，大谷＃出さんはじめ12人のん－

に表彰状が午・泌されました。

lit J克 di~ 7'J; 

ご
め
い
ふ
く
を

見と

凶I

チ

ヨ
｛
制

l
 

l
 

l
 

米
れ
ト
叫
川

一千
柳
・

一夜一

口
川

山凶

隼

野

山

早

野

併

の

内

竹

の

内

辻

岩

崎

介

の

n

：
・
枚
陪

山
町
川
新

横

道

藤

田

嫁

林 il江 田 1l~ 

山大鍋総大名 f田小官吉 西 金 問
久古

岡菅谷聞｛米民

き

よ

（M
W）

興

一（
日
）

い
と
（
肝
）

岩
次
郎
（剖
）

務
（日
）

う
め
（
乃
）

笑
（剖
）

書

作

（円
）

一

議
（犯）

向

m
l川川（加）

六
校
（
市
）

り

ん

（部）

政

次

（河）

か
ら
4
日
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
千

か
ら
山
中
学
生
ま
で
、
全
川
川
の
ト

ゾ
ブ
ク
ラ

ス
の
選
千
を
東
京
の
講
道
館
に
民
め
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
二
人
は
中
学
の
部
（
全

国
で
げ
人
）
で
選
抜
さ
れ
た
も
の
で
す
。

泊
二
度一

男

f
決

勝

大
家
庄

女
子
準
決
勝

五
箇
庄

泊
三
区

A

女
チ
決

勝

五
筒
庄

全
国
大
会
と
選
抜
合
宿

.日本直美さん

町
の
大
会
等
成
績

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

内

L

I
B－

泊

一
区

女

f
決

勝

大
家
山

B

2 

0 

．4
附
爪
B

2 

1 

泊
二
区

夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

。
大
家
庄

泊
二
区
A

男
チ
A

l
位

2
位

男
チ
B

2
位

女
手
A

l
位

2
位

は
月
お
日
か
ら

4
H
問
、
大
阪
府
究
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
2
囲
全
国
都
道
府

県
付
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
制

円
中
学
校
の
臼
本
直
美
さ
ん
が
高
山
県
選

抜
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
出
場
し
、
健
闘

さ
れ
ま
し
た
e

ま
た
、
全
日
本
£
迅
速
盟
の
同
際
試
合

£
辺
強
化
A
H
仰
の
メ
ン
バ
ー
に
相
判
中
学

校
の
金
沢
聡
明
君
と
撤
回
智
大
君
の
二
人

が
参
加
し
ま
し
た
＠
合
宿
は
、
ロ
Hη
幻
自

q
’－
a
l
hU
 

円

4
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nU

泊
三
区
A

町
民
ビ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
，
ナ
準
決
勝

大
家
庄

内
ノ
』

S
E

・’i

泊
三
区
A

男
子
懲
決
勝大

家
庄

A

－

h
一
箇
庄
C

男

チ

決

勝

大
家
庄
A

.僕田智大君

.金沢~明君

女
子
準
決
勝

大
家
山

B

．ム
問
山
B

2
1
0
泊
三
区
A

2
1
0
泊
二
区
B

2
1
1
五
箇
庄
C

西
村
貞

・
大
坂
正
也
組

伊
東
千
鳥

・
横
山
三
明
組

柚
木
駒
夫

・
水
野
義
則
組

岡
本
和
．止

・
桝
井
純
男
組

高
木
美
枝
チ

・
水
嶋
美
涼
，r寸
組

柚
木
麻
チ

・
柚
木
栄
美
子
組
、

悩
地
睦
美

・
山
間
久
美
子
組
、

大
和
明
美

・
近
江
智
津
子
組

2
1
i
宮
崎
A

2
｜

i
大
家
山
A． 

平 女
成 2 1 チ
元 ｛立小／：B 
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本
の
紹
介

「
ス
キ
l
ツ
ー
リ
ン
グ

に
乾

杯
」

佐
伯
邦
夫
（
山
高
校
教
諭
）

ス
キ
ー
は
、
上
手
に
ゲ
レ
ン
デ

を
滑
る
の
が
み
最
高
の
楽
し
み
。

国月図表困

佐
伯
照
夫

4

．，s・’
お

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
出
は
、
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
で

は
味
わ
え
な
い
広
大
な
省
原
や
峻

険
な
尾
股
と
併
を
山
ス
キ
ー
、
ク

ロ
カ
ン
ス
キ
｜
、
テ
レ
マ
ー
ク
ス

キ
ー
で
山
由
附
辿
に
ツ
ー
リ
ン
グ

す
る
紀
行
文
集
で
す
ε

新
し
い
本

（
一
般
害
）

狼
た
ち
へ
の
伝
言
治
合
信
彦

日
本
語
に
な
っ
た
仏
教
の

こ
と
ば

ひ
ろ
き
ち
ゃ

不

惑

の

挑

戦

門

田

博

光

ジ
ャ
ン
ボ
尾
崎
の
凶
番
ホ

l
ル

プ
ッ
ク

マ
ン
社

交
通
刑
務
所
の
朝
川
本
浩
司

女
性
の
祝
辞
は
ハ
ー
ト
し
だ
い

広
瀬
久
美
子

「
女
縁
」
が
世
の
中
を
変
、
え
る

上
野
千
鶴
子

フ
ァ
ミ
リ
ー

－
レ
ポ
ー
トポ

林

地

r寸

存
日
局
円
本
放
送
出
版
協
会

は
だ
か

l
谷
川
俊
太
郎
詩
集
｜

川
品
川
川
俊
太
郎

ニ
和
銀
行
が
活
か
し
た
禿
行
の
府

恕－
M

加
米
糾
一一
．

気
だ
て
気
く
ば
り
気
ば
た
ら
き

小
山
明
子

学
習
研
究
社

北
臼
本
新
聞
社

江
戸
城
と
大
奥

歴
史
を
刻
ん
で

（小

説）

総

門

谷

上

下

高

橋

記
彦

寝
台
特
急
「
あ
き
か
ぜ
1
号
」
殺

北陸には珍しい雨の元上｜．。境地

区では，「一年の社は元日l.k.：あ り」

と，車ll.チのふれあいと今年一年の

位康をLY.！［って‘n:.13.マラソンを行

いました。

午前10叫に境小学校前をスター

ト。境東端で折り返して西端まで

行き， II＇，発点の境小守：校時 ijにもど

る約 2.5キロのコースを全Hがえ

気に完定しました。

A焼小学絞前をスタート

人
事
件

浮
島

北
里
マ
ド
ン
ナ

本
日
は
泥
棒
日
和

－
平
成
元
年
〈
4
9
8
9）

2
月
号
⑪

西
村
京
太
郎

渡
辺
淳
一

氷
室
冴
子

赤
川
次
郎

れ
ん
げ
跨
書
会

日

時

2
月

8
日
（
水
）

午
後
1
時
初
分

i

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
宅

「

望

郷

」

森

路

チ

ム
Zア

キ

？場
え
る
ふ
の
会

Fl 

H与

2
月
日
U
（
水

）

午
後
l
時
初
分
1

凶
書
館
児
童
主

l』
Z五t

場

お

せ

知

ら

児
童
主
に

「手
づ
く
り
布
絵
ぷ

の
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

希
望
が
あ
れ
ば
貸
し
出
し
も
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご寄付を
ありがとう
ございました

b寓｜［｜命地区心志一同さんから，；奇

崎小学校へパソコン 2f; (19Jj 

門中｜｜当）

［＞日間1163年度山崎小学校 PTAさ

んから目的小’平：校へ．プールサ

イドのテント（21,600円相当）

［＞泊道ドのi丘f日じ業所さんから泊

病院へテレビジ ョン3台(120万

円相当）

［＞横浜市の納JI:貞助さんから．広

報あさひのためにと 5,OOOffl 

も
ぷ

し
油
相
、

’v
今
年
は
昨
年
の
続
き
な
の
に
、

単
に
元
号
が
「
昭
和
」
か
ら
「
平

成
」
に
パ
ト
ン
タ
ヴ
チ
さ
れ
た
だ

け
で
、
な
ん
だ
か
少
し
違
う
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

一
つ
の
時
代

が
終
わ
っ
て
新
し
い
時
代
に
な
っ

た
と
い
う
思
い
が
強
い
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
V
と
こ
ろ
で
、「
ふ
る
さ

と
例
止
」
と
い
う
こ
と
で
、
全
凶

の
市
町
村
に

一
律
に

－
億
円
が
交

付
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
町
に
と
っ

て
は
有
り
難
い
お
令
で
、
町
づ
く

り
の
い
ろ
ん
な
夢
が
膨
ら
ん
で
き

ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、
ど
こ
の
市

町
村
も
同
じ
で
、
今
後
、
全
凶
の

至
る
所
で

一
億
円
の
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
は
、

ま
さ
に

J
地
方

の
競
争
の
時
代
u

だ
と
も
言
え
る

の
で
す
。

v
n世
紀
ま
で
あ
と
日

年
。
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
し

っ
か
り
と
認
識
し
、
引
田
町
が
企

um〈

凶
の
市
町
村
に
後
れ
を
取
ら
な
い

よ
う

一
人

一
人
の
知
必
と
刈
を
付

出
し
て
、
新
世
紀
に
向
け
た
町
づ

く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
元
年
を

H

蹄
く
未
来
へ
の
出

発
の
年
H

と
し
た
い
も
の
で
す
。

世帯数 5.090（ム 3)計 18.374(+18)女 9.718( + 13) 男 8.656(+5) 〔1月の人口〕


